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「整頓のすすめ」           校長 田手  淳 

 
裏面の記事にもありますように、７月 4 日(火)生徒会主催のボランティア清掃が行われました。本校は生

徒数が少ないため、日常の清掃活動の範疇
はんちゅう

では、校舎全体を網羅
も う ら

することができません。そのため、清掃の

行き届かない場所が発生します。それらの場所について、生徒会執行部が全校生徒にボランティアを募り、

清掃活動をしてくれました。ボランティアですから、参加は強制ではないにもかかわらず、全員が趣旨
し ゅ し

に賛同
さんどう

し清掃活動に協力してくれました。おかげですっきりきれいになり、活動終了後の生徒達の清々
すがすが

しい表情も

印象的でした。そして、なにより、自ら進んで活動に取り組む。すなわち『自主』の気持ちが表れた良い活

動でした。 

ところで世界各国では、生徒が学校の清掃をする国の方が少ないと言われております。50％以上の国で、

プロの清掃スタッフが専門に行っており、生徒がする国でも、貧困
ひんこん

からスタッフを雇
やと

えないためやむを得ず

生徒がしているという国がほとんどのようです。どうやら日本の様に、汚れを取る以外の意味をもたせて掃

除をする国は少数派のようです。 

私は掃除や身のまわりを整頓する事には、大切な意味があると感じています。そう思うようになったのは、

私が子どもの頃に師事していた書道の師匠
ししょう

の教えがきっかけです。 

習い始めの頃の私は、習字道具を置く位置が定まっておらず、練習後の半紙も周囲に散らかしておりまし

た。師匠は、私に「散らかっている場所では、美しい文字は書けません」と繰り返し言いました。ある程度

自分の思い通りの文字が書けるようになった頃、この師匠の言いたいことがようやく理解できました。 

書道の場合、散らかっていると所作
し ょ さ

に無駄
む だ

が発生し、集中力が途切れる原因になり、手も墨
すみ

で真っ黒にな

ります。そもそも心が整っていない状態なので、その雑念
ざつねん

が作品の完成度に悪影響を及ぼします。文字に筆

順が定まっているのも、きっとこの整頓する事で雑念を掃
はら

うという理由からできた事だと思います。 

ところで、この教えは書道に限らず、その後の人生で経験する様々な事にも当てはまる事でした。多くの

場合、雑然としたところからは、雑然としたものしか生まれないものです。 

さて、今回ボランティア清掃を行った皆さんは、いったいどのような理由で名乗りを上げたのでしょう。

成り行きで手を挙げたと言う人も、内申点に加点されるからと言う人もいましたが、きっかけはどうあれ、

自分たちが使うものを掃除してきれいにするということは、そこに心が宿るということだと思います。掃除

をした後に当初の目的以外の価値を見出してくれたのならばこの活動に意味があったということです。 

 

皆様にうれしいご報告があります。昭和３０年代に熊石第一中学校に在籍なさって

いた方より、乗用芝刈り機を１台ご寄付頂きました。本校のグラウンドは、ご存知の通

りとてもきれいな芝のグラウンドですが、今まで使用していた芝刈り機は老朽化によ

り寿命間近でした。最新型の芝刈り機を導入することができ、これでまたグラウンドを

きれいに保つことができます。「お世話になった中学校に恩返しがし

たい」とご寄付なさった方はおっしゃっておりました。こんなにうれ

しいことはありませんね。ボランティア清掃のこともあり、先輩から

後輩へ、熊石中学校を思う気持ちが代々引き継がれているのかもしれ

ないと思わせてくれる出来事でした。大切に使わせていただきます。

ありがとうございます。 

 

いよいよ明日から、３０日間の夏休みが始まります。長期の休みを利用し、何かに挑戦することは大切で

す。これもまた『自主』の精神です。新型コロナウイルスへの対応も緩和され、昨年までできなかったこと

が、今年は可能になったことも多そうです。夏休み明けの活動報告を楽しみにしたいと思います。 

 

 校    訓 

自主（知） 協調（徳） 壮健（体） 

学校教育目標 

自ら学びを広げる賢い生徒     （知） 

自他を尊重し未来を拓く明るい生徒 （徳） 

活力あふれる心身共にたくましい生徒（体） 
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5日～7日 八雲町平和学習事業(広島) 

      3 年西田匡佑さん 

5 日(土) 学校閉鎖 

6 日(日) 学校閉鎖 

11日(金) 山の日 

12日(土) 学校閉庁日 

13日(日) 学校閉鎖   

14日(月) 学校閉庁日 

15日(火) 学校閉庁日  

16日(水) 学校閉庁日 

19日(土) 函館工業見学会 学校閉鎖 

2０日(日) 学校閉鎖 

22日(火) 夏休み学習会① 

23日(水) 夏休み学習会② 

     科学のジュニア甲子園 

（２年生３名参加） 

24日(木) ３時間授業（給食なし） 

会議日 

25日(金) ピアサポート集会 移動図書 

28日(月) 期末テスト部活動停止 

(～3０日) 

30日(水) 会議日 

31日(木) 前期期末テスト 
 

 

         ７月 13 日(木)14 日 (金)に「enjoy the moment！～この瞬間、この今を楽しもう～」のテー 

マのもと、２年生10名が宿泊研修に行きました。１日目は、五稜郭出発で自主研修を開始し、 

函館まちづくりセンターに集合、センター長さんから地域活性化の取組についてお話を伺った 

後、金森倉庫でショッピングを楽しみました。ペンションで夕食後、函館山から夜景を見てき 

ました。２日目は、大沼遊覧船と、石井農場でアップルパイ作り体験を行いました。２年生 

10 名全員で 

の宿泊研修、 

大いに学び楽 

しんだ旅行と 

なりました。 

 

 

 

 

 

宿泊研修 
 

 

 

6 月 28 日（金）熊石小中学校一貫教育協議会によ

る、第 1回小中合同研修会として、中学校の公開授業

が行われました。この日は、小学校の先生方が来校

し、1年 A組の社会「貴族社会の発展」、2年 A組は

数学「一次関数」、3年 A組の外国語「Unit3 

 Animals on the Red List」 

の授業を参観しました。 

今年度は 9月 6日にも第2回 

の合同研修会が予定され、中学 

校の授業公開が行われます。 

熊石小中連携協議会 小中授業交流 

              ７月11日(月)２年生を
対象に薬物乱用防止教室
を実施いたしました。 

八雲警察署の署員の方を講師にお迎えし、薬物依存 
の危険性や、たばこ・飲酒の体への悪影響に関する講
話をいただきました。その後生徒たち同士で、お酒を
勧められた時の断り方について意見交流し、役割演技
で実際にどう断ればよいのか考えを深めていました。 

薬物乱用防止教室 

【夏季休業中の学校稼働時間外の緊急連絡先】 
 
・事件.事故等子どもたちの生命や安全に関わる事態
は、警察（110 番）または消防・救急（119 番）へ 

・八雲町教育委員会（℡0137-63-3131）※8/12，8/15～8/16 
・八雲町役場（℡0137-62-2111）※平日夜間，土・日，祝日 

 

             2024 年世界大会が函館 

で開催されるモルックを 7

月 5 日（水）１２日（水）１９日（水）全校生徒で体験しま

した。八雲町出前授業の事業で、八雲町体育館職員と、町お

こし協力隊の方々が訪れ、モルックを紹介してくださいまし

た。生徒たちは全部で 6チームに分かれ、試合形式でモルッ     

クを体験。最初はうまく倒すこ 

とができませんでしたが、何度か 

投げるうちに上達し、狙った標的 

のところにいくと大きな歓声が上 

がっていました。 

モルック 出前授業 
                                       7  7 月 4日（火）、クリ 

ーン作戦が行われまし
た。この活動は、普段生活している校舎をきれいにす
ることで、自主的に学校環境を整える意識をもってほ
しいと、生徒会がボランティアを募集。ほぼすべての
生徒がそれに応え参加しました。学校開放で来校する
皆さんも使う体育館を分担して丁寧に清掃し、ボラン
ティア活動の意義について考えを深めたようです。 

第１回クリーン作戦 

 


